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b 現地調査結果

(a)現 地踏査

事業実施区域に分布す る地層は、上総層群の梅 ヶ瀬層である。梅 ヶ瀬層 は表

8-8.4に示 した とお り、上部層、中部層及び下部層の 3部層に区分 され る。

事業実施区域には主に上部層～中部層の砂岩 。泥岩互層が分布 している。

砂岩は、露頭では帯茶灰色を示 し、単層の厚 さは、数 cm～数 10m以 上 と変化

に富んでいる。主に中粒砂岩か らな り、稀に細粒砂岩 を挟む。全体に淘汰良好

で塊状だが、不明瞭な平行葉理やフレーム構造のよ うな乱堆積構造が認め られ

る場合 もある。

泥岩は、風化 した状態では灰 白色を示すが、谷底の未風化な部分では暗灰色

を示す。単層の厚 さは数 cm～ 数 mで ぁる。塊状均質であるが、稀に極細粒砂 を

混入す る部分がある。

事業実施区域に分布す る地層 は、互層構成 (単層の厚 さ、繰 り返 しの頻度 )

に着 目して、岩相による区分を行った。その結果 を表 8-8.5に 、地質平面図

を図 8-8.8に 示す。

表 8-8.5 事業実施区域における地質層序

記 号 地層名 分布 状 況

Dt 崖錐堆積物 河川 沿 い に分布

Ssl 砂岩優勢層 1 事業実施 区域北部N01地点か ら大福 山にかけて分布

Msl 泥岩優勢層 1 事業実施 区域北部に分布

Ss2 砂岩優勢層 2 事業実施 区域北部に分布

Ms2 泥岩優勢層 2 事業実施 区域東部～西部にかけて分布

Altl 砂岩 泥岩互層 1 事業実施 区域東部～中央部にかけて分布

Ms3 泥岩優勢層 3 事業実施 区域 中央部～南部にかけて分布

Alt2 砂 岩 泥岩 互層 2 事業実施 区域中央部～南部にかけて分布

Ss3 砂岩優勢層 3 事業実施 区域南部に分布

)
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事業実施区域に分布する梅 ヶ瀬層の地質構造は、既存文献によると、東北東

一西南西の走向で北北西に傾斜す る単斜構造である。

地表踏査で得 られた層理面の走向傾斜 は、走向が N45E～ EW、 傾斜は 10° ～

25° Nと ば らつきがあるが、データをシュミットネ ッ ト上に投影 して解析 した

結果、走向・傾斜の極大値は N72E13Nと な り、既存文献による一般傾向とはぼ

一致する (図 8-8.9、 図 8-8.10参照 )。

事業実施区域の地質構造は、梅 ヶ瀬層全体の一般構造 と同様 な単斜構造と判

断 される。

その他、ごくまれに縦方向に連続する節理が認められ ることがあるが、大規

模な断層や破砕帯は確認 されなかった。

また、調査地域には地滑 りの痕跡や大規模な崩壊地は確認 されなかった。

N

＼、 !て
|、

ヽ |

(左 図 :下 半球投影 右図 :頻 度分布・極大値 )

図8-8.9 シュミットネット

N

5,03
16 88

2も
`

邪 ,13

39,38

‐

，

一

イ

一

一

39,38

bO,むと b」 。d3

51,思 S

ンi  ′́・

81 8S

rどr3.13

81,38

W

ヽ
、   メ 、

11も

84,38

E
5

(数 )

図 8-8,10 地層の走向の ローズダイヤグラム

5

●
守

t寡 ´

i●ぅr_

甲
占 宇

Ｂ
に

N72E13N

1()

8-8-15

11)



(b)地質ボー リング調査

事業実施区域内においてNO.1～ N07の 7本の地質ボー ジング調査を実施 し、コ

ア観察を行った結果を表 8-8.6に示す。

表 8-8.6 ボー リングコア観察結果表

出典 :「 君津環境整備セ ンター三期計画に係 る地質調査報告書J(平成 24年 3月 中央開発株式会社 )

(c)地質構造

事業実施区域及びその周辺部の地質図 (図 8-8.8)よ り、事業実施 区域の

梅 ヶ瀬層には火山灰層 として U2、 U3及 び U6が 分布 している。

この うち、火山灰層 U2に ついては、「上総層群下都鍵層集 (1990年 版 )」 (1991

年 千葉県立中央博物館 )よ り、事業実施 区域に隣接 した林道大福 山線 と女ケ

倉線 との交差点付近に露出 していることが記載 されている。また、事業実施区

域の地質平面図とr′)位置関係 ,メた||十 灰層 I12の 干位 μ下位に灰侮十シル トの記載

があることから、火 山灰層 U2は MsO層 に挟 まれている。その他、地質ボー ジ

ング No.1の Msl層 内の深度 5か ら 6mに 火山灰層の記載があ り、この火山灰層

が U2に対比できる。また、地表踏査により、対象事業実施 区域の中央部に位

置する谷沿いの Alti層 内に火山灰層を連続 していることを確認 した。この Altl

層中の火山灰層は、「日本油田・ガス田 4富津一大多喜 (1961)Jの 地質図より、

梅ヶ瀬層に挟まれ る火山灰 U3と 対比できる。

事業実施区域内において実施 した地表踏査及び地質ボー リング調査の結果

より地層想定断面図を図 8-8.11(1)～ (3)1こ 示す。

地点番 号 ボー リングコアの状況

No.1

深度 2m付 近まで SsOに 相 当す る崩れやすい砂岩が分布す る。深度 2～ 16mの 14m間 は、

MsOに 区分 した泥岩優勢層が分布す る。深度 16～ 90mの 74m聞 は、途中数枚の薄い泥岩

層を挟んで Ssl lこ 区分 した砂岩優勢層が分布す る。

深度 5～ 6m及 び深度 65m付 近に火山灰層 U2が 認 め られた。

No.2 地表か ら深度 20mの 孔底まで、Ms2に 区分 した泥岩優勢層である。

No.3

地表か ら深度 25mま で、Ss2に 区分 した砂岩優勢層が分布する。深度 25～ 36mま での

1lm間 は、Ms2に 区分 した泥岩優勢層が分布す る。深度 36～ 40m(孔底)ま では Altlの

互層が分布する

No 4
地表か ら深度約 25mま で Altl lこ 区分 され る互層が分布す る。深度 25～ 40m(孔 底)ま

での 15m間 は Ms3に 区分 した泥岩優勢層が分布す る。

「ヽハ  氏
最「 部約 2m間 に岸錐堆積物が認められ、深度 2～ 20m(孔 底)に は Alt日こ区分 され る

互層が分布す る。

No 6

地表部か ら深度 15m(孔 底)ま で Altlに 区分 され る互層が分布す る。互層の泥岩は風

化であるが、砂岩層は 10m付 近まで褐色化が見 られ、指圧で容易に崩れ るほ ど脆質であ

る 。

No 7
深度約 7mま で Altlに 区分 した互層が分布す る。深度 7～ 18mの 1lm間 は Ms3に 区分

され る泥岩優勢層である。深度 18～ 35m(孔底 )ま では Ah2に 区分 した互層が分布す る。
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(ウ )土壌の状況

a 地形・地質条件による土壌生成環境

調査地域では、前述の地形・地質条件を反映 し、崩壊、洪水な どによる侵食影

響を受けてお り、それにともない谷型斜面や谷部では浸食土砂の堆積 もみ られる。

このため、調査地域では、比較的浸食の影響を受けていない丘陵頂都 と丘陵地の

侵食にともなって形成 された谷頭、斜面、谷底低地、崖錐・崩積土堆、崩よ去地跡

地などの特徴的な地形を形成する。

そのよ うな微地形か らなる地形や地形の形成過程は、土壌の生成環境に大きく

影響 してお り、微地形条件によつて土壌型 を細分類することができる。

一方、土壌の風化層は砂岩層を母材 としている所が多い。 このため、風化土壌

の上性は砂質を示す ところが大半である。それに対 し、粘土化 されているB層 (下

層土)は、長期にわたつて風化が進行 した尾根筋で確認 され るに過 ぎない。

その他では、計画地周辺地域には耕作放棄地が部分的に認め られ、グライ化 さ

れた土壌など耕作の影響下の上壌が確認できた。

b 土壌生成に影響 した要因

調査地域では、地形 。地質条件の項で述べたように、次のよ うな土砂の移動・

堆積状況が土壌生成に強 く影響 している。 したがつて、その影響要因である地形

条件によつて土壌型を細分類することができる。

・尾根筋など土砂移動の影響が小 さい (残積性・乾性 )

・重力による土砂の葡行 (葡 行性 。適潤性 )

・崩壊や浸食による土砂移動・堆積 (堆積部は崩積性、露岩・崩壊部は土壌未熟

部 )

・急斜面下の崖錐 (崩 積性・湿性 )

・渓床 など出水や洪水による氾濫・堆積 (渓床などの上壌未熟部 )

・農耕 による耕作影響 (土壌の酸化 。選元作用 )

。人工改変 (造成により撹乱 された土壌未熟部 )

C .上壊区分及びその分布

調査地域の上壊は、表 8-8.7に示す とお り、掲 色森林上、黒ボタ上、未熟上、

農耕地土壌、造成地上壌に大きく区分 され る。

さらに、褐色森林土は残積性 。乾性、葡行性・適潤性、崩積性 t湿性の 3種類

に、黒ボク土は黒ボク土、淡色黒ボク上の 2種類に、未熟土は未熟土 (渓床 )、 未

熟土 (崩 壊地・露岩地)の 2種類に、また、農耕地上壌は、グライ土と灰色低地

上の 2種類にそれぞれ細分 した。

土壌図は図 8-8.12に 、土壌区分別の面積は表 8-8.8に示す とお りである。
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表 8-8.7 調査地域 の土壌 区分

注 )調査 地 点 は 、図 881(p.883)に 対応 す る。

表 8-8.8 土壌区分別面積表

大分類 土壌区 /刀`
(細 分類 ) 調査 地点

褐色森林土

褐色森林土 (残 積性・ 乾性 )

B
19

G
20

5、  6、  8、  12、  13、  14、  16、  17、

25、  28、  48、  51、  56、  64

褐色森林土 (衛 行性 ・適潤性 )

E、  2、  4、  15、  26、  31、  32、  34、  37、  41、

47、  49、  55、  57、  58、  61

褐色森林土 (崩 積性・湿性 ) 18、  42、  43、  45、  50、  59、  60

黒 ボ ク土
黒 ボ ク土 C、  E)、  =王 、 35、  38、  39、  62

淡色 黒ボ ク土 A、  F、  10、  29、  30、  36、  40、  63

未熟 土
未熟土 (渓床 ) 46、  53

未熟土 (崩 壊地・露岩地 ) 9、  11、  44、  52

農耕地土壌
グライ土 22、  23

灰色低地土 1、  7、  21、  24、  27

造成地土壌 造成地の上壌 (人 工改変地 ) 3、  33、  54

大分類 土壌区分 (細 分類 )

調査地域 事業実施 区域

面積 (N) 割合 (%) 面積 (ポ ) 割合 (%)

褐色森林土

土 (残積性・乾性 )

褐色森林土 (衛 行性・適潤性 )

褐色森林上 (崩 積性・湿性 )

159,700 10,7 41,500 68

603,200 40.5 127,100 20,9

265,400 17.8 39,300 65

黒 ボ ク土
黒 ボ ク土

淡 色黒 ボ ク土

20,400 1.4

2.5

5,900

8,200

1.0

37,100 1.4

未熟土
未熟土 (渓床 )

未熟土 (崩 壊地・露岩地 )

42,900

101,100

2.9 7,000 1.2

6.8 36,200 60

農耕地土壌
グ ライ 土 5,900 0,4 0 0.0

灰色低地土 66,200 44 500 0.1

造成地土壌 造成地の土壌 (人 工改変地 ) 187,600 126 341,200 56 2

合   計 1,489,500 100,0 606,900 100 0
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d 土壊の構造

調査地域における土壌の構造は、以下のとお りである。

なお、試坑調査及び検土杖による土壌調査結果の詳細は、資料編 (p.資 7-1～ 5)

に掲載 した。

○褐色森林土

褐色森林土には傾斜や地形によつてい くつかタイプがあ り、葡行性・適潤性褐

色森林土が最 も代表的なタイプである。葡行性 。適潤性褐色森林土及び崩積性・

湿性褐色森林土は、森林土壌 としては腐植が分解 し養分に富む ことから最も良好

な土壌で、標高がそれほど高 くない場合、スギ・ ヒノキの造林に適 している。

褐色森林土は、調査地域に広 く分布す る土壌である。本調査では、微地形か ら

なる地形や地形の形成過程の条件が上壌の生成環境に影響 していることから、地

形条件 によって褐色森林上の土壌型 を 3種類に細分 した。

その区分は、尾根筋にある残積性・乾性のもの、斜面上にあ り上壌の葡行影響

がある適潤性のもの、崩積土や崖錐によって形成 された崩積性・湿性のものか ら

なる 3種類である。

調査地域の特徴 として、残積性のものは地点B(写真 8-8.1(1)参 照 )、 Gで

み られ るよ うに B層 で粘土形成作用が進行 しているが、土壌母材の砂質からなる

地点も少な くない。また、浸食の影響が小 さく、長期にわたつて暖温帯気候下で

風化 されているため黄色系の上色を示す。 これに対 し、風化葡行性・適潤性のも

のは地点 E(写真 8-8,1(2)参 照)を は じめ山腹斜面に広 く分布 し、浸食活動が

活発で土層 の層厚は崩積性のものよ り薄い。一般に層厚 lm以下であり、急斜面

では 50cm未満 となっているところが多い。 さらに、崩積性・湿性のものは地点

18、 45、 50でみ られるように黒褐～暗褐のA層 (表層土)が厚 く、浸食より堆積

作用の方が大きいため大半の地点で土層の層厚が lm以 上と厚い。

写真 8-8.1(1)褐 色森林土 (残積性・乾性)の 土壌断面 (調査地点 B)
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写真 8-8,1(2)褐 色森林土 (衛 行性・適潤性 )の 上壌断面 (調 査地点 E)

○黒ボク土

黒ボク土は、主に火山山麓などに多く分布す る。その多 くは、主に火山灰 に由

来するものが多いが、それ と非常によく似た遷移的な車本植生下で生成 した黒ボ

ク土も存在する。

本地区は、富士火山起源の降下火山灰である関東 ローム層が分布する地域であ

り、火山灰に由来す る黒ボク土と考えられる。その火山灰は、下総台地に比較 し

堆積層厚が薄い ものの、浸食影響の小 さい緩斜面に堆積 して黒ボク上を形成 して

いる。

調査地域でみ られる黒ボク土は、黒ボク層の厚 さが 25cm以上の ところとそれ

以下のところがある。前者は、浸食影響の小 さくかつ原地形面にあたる流域界山

稜の緩斜面に分布す る。調査地域では地点 C(写真 8-8.2(1)参 照 )、 D、 Hや

地点 35、 38、 39で確認 され、主に山頂付近の緩斜面に分布す る。これに対 し、後

者の黒ポクが 25cm以 ドの淡色黒ボク土は、地点A(写真 8-8.2(2)参 照 )、 |'及

び地点 10、 401′ジ少 し標高 l′ジ低い尾根筋や人福 山尾根筋の地点 29、 301′ジよ うに小

丘状の山頂都や浸食影響を少 し受けた尾根頂部に分布す る。
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写真 8-8.2(1)黒 ボク上の上壌断面 (調査地点 C)

写真 8-8.2(2)淡 色黒ボク上の土壌断面 (調査地点A)
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注

○未熟土

土壌化が進行 していないところである。崩壊地・急崖部の露岩、渓床の 2種類

に細分 した。また、小渓流の渓床には、出水によつて表上が流出 した未熟上がみ

られる。

本地域では、地点 9、 H、 44、 52で みられるように渓床に沿つて浸食が進み、

渓岸の露岩や崩壊地形部などの土壌化が進んでいない部分に断続的にみられる。

また、地点 46、 53の ように、渓床では出水により上壌が流亡し、砂を中心とする

堆積土砂や基盤岩からなる未熟上が分布する。

○農耕地土壌

農耕地上壌は人工改変を受けているが、農耕によつて作土層 。す き床層 (A層 )

や集積層・ グライ層 (B層 )と いった特徴的な土層が形成 されている。

農耕地の上壌は主に灰色土壌からなるが、長期間にわたつて湛水す ると地下水

の影響でグライ層が形成 される。前者は地点 1、 7、 21、 24、 27な どで確認 され る。

後者は地点 22、 23の湿地状の湛水 された休耕 田でみ られる。

①造成地上壌

人工改変地 によ り上壌 が撹乱 され てい る ところを、造成地の上壌 とした。 処理

阻  活 速  ´ 十1確 脈 か ガ 入下 計 亦 太拍 力 獣 ⌒ で  し́引十 湊 面 r、 今 あ ナー_

土壌の理化学性

土壌の埋化学性は、土壌の試坑断面調査 8地点 (地点A～ H)で 採取 した表層

について分析 した。分析結果は、表 8-8,9、 表 8-8,10に 示す とお りである。

また、土壌分析結果の分級区分を表 8-8.11に 示す。

調査地域の上壌 (黒 ボク上、褐色森林土)は 、理化学的性質か らみると、交換

性陽イオンや可給態 リン酸は低い値 を示 し、それほど優良な土壌 とはいえないも

のの、土性や pH、 全窒素はおおむね良好な値を示 していることか ら、一般的な

森林土壌 と判断できる。

表 8-8.9 土壌の粒土組成

1)表 層土壌の分析による。

2)粒径組成は、粒径加積曲線から国際法による粒径区分で表示 し、土性は土性三角図表 (国 際法)か ら求めた。

SL:砂 壌土、LS:壌質砂上、SCL:砂質埴壌土

地 点

項 目
地点 A 地点 B 地点 C 地 点 D 地点 E 地点 F 地 点 G 地 点 H

粒

径

区

分

(%)

粗 砂

(2-0.2 an)
135 27 7

43 1

32.2 193 26 2 25.2

58.4

16 6 31,9

55,9細 砂

(0.2-0,02 mm)
58 5 42.0 52 3

18. 1

63 4 54 3

137シル ト

0,02 0 002 11ttll)

土

(0 002 Ellll以 下 )

16 8

11.2

13 8

15, 4

14,6

112

3.2 6.1 42

10,3 72 10,3 15,4 80

土 性 SL SCL SL SL しS SL SCL LS
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表 8-8.10 土壌の化学性分析結果

注 1)単位は SI単位を基本に表示 (た だ し、組成割合を示す項 目は%表 示 )。 単位の*は乾土あたり。
2)腐植 =全炭素×1724
3)C/Nは 全炭素/全窒素の割合で表示。
4)〉 :定 量下限値未満。

表 8-8,H 土壌分析結果の分級

注 1)基本的に分級 3(不 良)は 改良可能な土壌の品質、分級 4(極不良)は改良困難な土壌の品質を示す。
2)陽イオン交換容量は、 pF18～ 3.0と した場合。

出典)「 緑化事業における植栽基盤整備マニュアルJ(2000年 (社 )日 本造園学会 緑化環境工研究委員会)(日 本

造園学会誌 ラン ドスケープ研究63(3),p232)

地 点

項 目
地 点 A 地 点 B 地点 C 地点 D 地 点 E 地点 F 地点 G 地 点 H

pH(H20) 60 5,4 58 59 5.3 59 5,6 6.2

全炭素 C
(冒 /k宮 *)

39.2 24 3 34.0 59,6 17.2 85.5 116 41.0

腐 植
(g/kg*)

67 6 41,9 58.7 103.0 29,7 147 0 20 0 70,7

全窒素 N
(g/kg*)

3.2 1,6 23 3.6 13 5,7 07 2.9

C//N 12 15 15 16 13 15 16 14

交換性

陽イオ ン

(cmolc/kg*)

カル シ ウム

Ca0
33 0,8 2.0 1,9 1.4

0.8

11.6 3.5 79

マ グネ シ ウム

M貿0
l.3 10 1.0 1.1

02

2.9 39 24

カ リウム

K,0
0.2 0.3

0,4

0.2 0.2 0.4 0 1 0.1

0.2
ナ トリウム

Naっ0
0.2 04 02 0.1 0.2 0.3

計 5.0 2.5 3.6 3.4 2.5 15, 1 78 10.6

可給態 リン酸 P205

(mg/kg*)
8> 8> 8> 8> 8 8〉 8〉 8〉

リン酸吸収係数
(宮 /k宮 *) 17.6 10.2 14.4 20,6 7.4 17.9 72 14. 1

可溶性 アル ミニ ウム Al

(g/kg*)
5.53 2.58 4.50 7 78 1 78 4.50 0,77 2 28

評価 因子・分級 単位 1(優 ) 2(良 ) 3(不 良 ) 4(極 不良 )

pH 5.6～ 6.8
4.5～ 5.6

6.8-8,0
3.5～ 4.5

8.0～ 9.5

3.5>
95<

全 窒 素 g/kg 1.2< 1.2～ 0 6 0.6>

有効態 リン酸 mg/kg 200< 200-100 100>

陽イオン交換容量
* cmol(+)/kg 20< 20-6 6>
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(工 )湧水の状況

a 湧水の分布、湧出状況

調査地域における湧水は、写真 8-8,3に み られるよ うに、砂岩 と泥岩の境界

付近で地下水の浸み出 しが多数観察される。 これは雨水が地山の砂岩層内を鉛直

方向に浸透 し、泥岩層に遭遇すると流路をさえぎられ、泥岩層の傾斜方向に流路

が変化 し、泥岩層が露出す るところで地下水が浸出するためと考えられる。

調査地域はほとんどがこのよ うな状況であ り、まとまつた量で湧出す るような

例はみ られない。

泥岩層

砂岩層

写真 8-8 3 砂岩層か らの地下水の浸みだ し状況

また、この浸み出 しは写真 8-8,4に み られるように北西向きの斜面でみ られ、

南東向きの斜面は乾燥 している。 これは、図 8-8.13に示す ように地層が北北西

方向に傾斜 し́ているため、地下水は地層の傾斜に沿つて流下 しているためと考え

られる∩

b 湧水の利用

調査地域内では湧水の利用はない。
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(オ )特異な自然現象の状況

a 文献調査結果

特異な 自然現象 の状況は、「第 3章 3-1 9。 (3)重 要 な地形及び地質 J

(p.361,64)に示 したように、事業実施区域及びその周辺には、「第 3回 自然環

境保全基礎調査」(環境庁)に よる自然景観資源 (大福 山、梅 ヶ瀬渓谷 等)が 分布

しているが、特異な自然現象は存在 しない。

b 現地調査結果

現地踏査の結果、調査地域には学術上特に配慮 しなければならない特異な自然

現象は確認 されなかつた。

(力 )指定、規制の状況

文化財保護法等に基づ く地形・地質、特異な自然現象等に係 る天然記念物は事

業実施区域には指定 されていない。

自然公園法等による指定地域の状況は、「第 8章 3-2 8,(2)自 然環境の保

全に係 る指定及び規制の状況」(p.3105～ 107)に 示 した とお りであ り、事業実施

区域の北東側に千葉県立自然公園条例による「県立養老渓谷奥清澄 自然公園」が、

東側に千葉県自然環境保全条例による 「梅 ヶ瀬渓谷 自然環境保全地域」が指定 さ

れている。なお、事業実施区域にはこれ らの指定はない。

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律に基づ く急傾斜地崩壊危険区域

の指定の状′|は 、「第 3章 3-2 8,(4)国 上保全に係 る指定及び規制の状況 J

(p.3131,132)に 示 したとお りであり、事業実施区域には指定区域はない。
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(2)予  測

ア.予測事項

地形及び地質等に係 る予測事項は、以下の とお りとした。

・地形、地質、土壌の改変の程度

・湧水・特異な 自然現象に与える影響の程度

・土地の安定性の変化の程度

イ 予測の手法

(ア )地形、地質、土壌の改変の程度

予測は、対象事業の種類、規模並びに地域の現況を勘案 し、地形の改変予定図、

土壌の改変予定図、構造物施工計画図等を重ね合わせることによつて、地形 。地

質・土壌・湧水・特異な自然現象に与える影響の程度を可能な限 り定量的に予測

した。

(イ )土地の安定性の変化の程度

土地の安定性 の計算は 「道路土工 切土工・斜面安定工指針 (平成 21年度版 )」

(平成 21年 6月 (社 )日 本道路協会)に基づいて行つた。

安定計算には、円形すべ り面スライス法を用いた。円形すべ り面スライス法 と

は、円の中心に関す る各スライスのすべ り面に作用する滑動モーメン トと抵抗モ

ーメン トとの総和の比をもつて安全率を定義 したもので、全応力法 と間隙水圧を

考慮 した有効応力法がある。本計画では 「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・

管理要領 2010改 訂版」 (平成 22年 5月 (社)全国都市清掃会議)に示 されている

有効応力法によって検討を行った。

なお、計算式及び計算に用いる定数等は資料編 (p.資 719～ 27)に 掲載 した。

ウ 予測地域

予測地域は、現地調査の調査地域 と同様 とした。

なお、土地の安定性の検討場所は図 8-8.14(1),(2)に 示す とお りである。

エ 予測対象時期等

予沢1時期は、工事の実施による影響が最大になる時期及び埋立完了時 とした。
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オ.予 測結果

(ア )地  形

調査地域には非火山性孤峰 (大 福山)、 峡谷・渓谷 (梅 ヶ瀬渓谷)等の 自然景

観資源が分布 しているが、事業実施区域には分布 していないため、工事の実施に

伴 う影響はない。

調査地域及び事業実施 区域 における事業の実施に伴 う標高の変化 についてみ

ると、埋立前 (増 設埋立施設完成時)及 び埋立後の標高区分の分布状況は図 8-

8.15,16に 、標高の変化の程度は表 8-8.12(1),(2)に 示す とお りである。調査

地域では、埋立前はす屈削により 180200mの 部分が 1.3%減 少 し、200220mの 部

分 (覆 土置場等)が 1,7%増 える。埋立後は埋立地が高くなるため、180200mや

200-220mの部分がそれぞれ 0.6%増 える。

また、事業実施区域では、埋立前は 180200mの 部分が 3.2%減少 し、200220

mの部分 (覆 土置場等)が 4.0%増 える。埋立後は 180200mや 200220mの 部分

がそれぞれ 1.5%、 1.4%増 える。

表 8-8.12(1)標 高区分の変化の程度 (調 査地域 )

注)増 =埋 立前 (埋 立後 ) (%)一 現況 (%)

2)標 高区分の変化の程度 (事 業実施区表 8-8.12

(%)=埋 立前 (埋 立後)(%)一 現況 %)

埋 立後現 況 瑠ヒ如ヒ厨」

割合

(%)
増減
(%)

面積

(∬ )

割合

(%)
増減

(%)
面積

(活 )

標高区分 面積

(ポ )

害」合
(%)

0∩ R
`〕

3_800 03R R∩ r】 ∩ 負 £ R∩ ∩,父 ∩ _Rrゝ ∩ 桁

-0.12.3 -0,1 34,000 2.335,600 24 34,000260-280m
7.9 0 1107,700 7.2 -0.6 117,600240-260rn 115,600 7.8

314,800 21.1 0.220,9 307,500 20.6 -0,3220-240rn 311,500

0629 5 1.7 422,900 28.4414,500 27 8 439,700200-220rn

228 06311,700 20.9 -1.3 340,400180-200rn 331,300 22 2

152,700 10.3 -1.111.4 166,000 11.1
-0,3160-180rn 169,100

-0,359 0.8 71,100 4.876,400 5。 1 87,900140-160m
2.1 0031,900 2.1 0.0 31,900120-140rn 31,400 2 1

0.0 00.0 300 0.0 0 300100-120 rn 300

100.0100.0 1,489,500 100.0 1,489,500合  計 1,489,500

埋立後現 況 埋立前

割合

(%)
増減

(%)
面積

(N)
害1合

(%)
増減

(%)
面積

(ポ )

標高区分 面積

(ポ )

割合

(%)
0 0 0 00 0 0 0280-300m

2,000 03 -0.30.6 2,000 0.3 -0,3260-280rn 3,600

3.3 -1,3 30,100 50 0.428,100 4.6 20,200240-260rn

0.5132,300 21.8 -0 7 139,600 23.0220-240rn 136,300 22.5

26.9 1.4179,500 29 5 4.0 163,400200-220 rn 155,000 255
23 2 1521,7 112,200 18.5 -3,2 140,900180-200rn 131,800

70,400 11.6 -2.786,800 14.3 83,700 13.8 -0.5160-180 rn

-0,9102 1,8 45,400 7550,700 84 62,200140-160 rn

0 115,100 2.5 0,1 15,000 2.5120-140m 14,600 2.4

0 00 0 0 0 0100-120 rn 0

606,900 100100 606,900 100合  計 606,900

注 )
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